
3  畑 除草剤の実 用化 (農試技術部 )

o大 豆については,サ グーンパアロ粒剤の播種直後土壊処理とし

て5～ 6k/10aが 有効である。

Oと うもろこtンについては,ラ ッノー乳剤 2001に十グガガ
ー ド水

和剤 150夕の混用処理が有効である。

大豆に適する除草剤の実用化

(1)技  術  内  容

1)除 草剤の種類名と作用性

0 種  類  名

ベンチオカ~プ ・フ
・ロメトリン除草剤

(ベンチオカープ 8 % ,  プ ロメトリン 0 , 8 % )

竹)作  用  性

イネ科雑草に効果の高いベンチオカ
ープと広葉雑草に有効なプロメ トリンとの混合剤であ

る。

ベンチオカープ

種子 ,幼 芽部 ,茎 葉部 ,根 部から吸収され蛋 自合成阻害により成長点
に作用す る。

プロメトリン

主に根部から吸収され,光 合成および炭水化物生成 を阻害す る。

2)除 草剤の使用法

o 使 用基 準

( ィ) 適 用土慶

火山灰土,沖 積土

(2)普 及上の留意点

1)作 物の出芽後の使用は薬害を生 じ,雑 草発生後の散布は除車効果が劣
るので,使 用時期は基

準を厳守する。

2)風 などによって散布むらのでないように,均
一散布を心がける。

3)砕 土を十分に行なう。

4)極 端に土慶が乾燥 した状態では効果が劣る。土壊が過湿 ,過 乾な状態
での使用をさける。

使用時期および方法

播種直後土壊処理
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(働 試 験結果の概要

1)試 験場所  農 試本場

2)試 験年次  昭 和 56年

3)試 験方法  土 質 ・土性

品 種

播種期

4)主 要成果の具体的データ

参 考

火山灰土 ・壊土

白目長葉

5 月2 2 日

沖積土壊における試験例

1)試 験場所 宮 城県農業セングー

2)試 験年次 昭 和 52年

3)試 験方法 土 質 ・土性 沖 積 埴ヽ壊土

品 種   ヾ ャギシロメ

播種期   5月 2 6日

試 験 方 法
除 車 効 果
(残草量対照処理比の 薬

　
　
害

作 物 関 係

除 草  剤  名 処理法 ,時 期

(局/日 )

処理量

%

処理時
の雑草
の状態

イネ科 広 葉 統 計
開花期

(月・日|

対完全除草比率%

主茎長 子実重

B - 3 0 1 5・ P (粒 )

(サ タ
ー ンパア ロ )

(,ヒ)トリフルラリン働

(比)リニュロン (水)

士壊処理(晩御 400

500

600

400

20

雑

草

発

生

前

16

16

5

6

39

29

20

8

22

14

27

2 0

8

20

16

無

無

狂

無

無

7.28

7.28

7.28

7.28

7.28

109

109

108

96

98

96

101

104

104

108

無  処   理

絡 10。9 122.6

% 67
つ
々
つ
乙 291

試 験 方 法
除 草 効

(残 草量対無処理比

果

％
薬
　
害

作 物 関 係

対完全除草
比 率 ( % )

除 草  剤  名
処理法 ・時期

(月//日)

処理量

7 / a

処理時
の雑草
の状態

メ
ヒ
ン
パ

シ

ロ

ザ

グ

　

デ

そ
の
他

合

　

計 主室長 子実重

B一-3015・PG立)
(サターンパアロ )

はじリニュロン佃

七壊処理(%7) 400

500

600

20

雑
草
発
生
前

7 . 3

7 . 3

0 , 4

3 . 5

80.4

40,2

11.4

9。1

1 1 . 1

7 , 9

1 . 5

3 5。7

1 7 , 1

2 1 . 4

1 8 . 4

H 。9

2 . 1

4 . 2

無

無

無

無

105

102

96

104

97

98

101

97

無  処  理 笏 210.0 43.5 31.5 7.0 306.0
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t4)残 された問題点

適用拡大 (中耕培土後の使用等 )

イ と うもろこしに適する除草剤

( 1 ) 技術 内 容

1)除 車剤の種類名と作用性

{1)種類名  ラ ッノー乳剤(アラクロール 43.5%乳剤)

グザガード50水和剤(プロメトリン 50%水和剤)

(2)除 草剤の作用性

ラッノー乳剤は発芽,発 生時の幼芽部より吸収され,雑 草を枯殺する。選択殺草性は,一

般にイネ科雑草>広 葉雄草であり,発 生 した雑草には効果がない。

グザガー ド水和剤は主に根部より吸収され,発 芽問 もない雑草に強く作用する。選択殺草

性は一般にイネ科維草く広葉雑草である。両剤を混合することrCより適用草種 と殺草作用の

幅が広まり,安 定 した効果を示す。

2)除 草剤の使用法

( 1 ) 使用基 準

(2)適 用土壊  火 山灰土

(2)普 及上の留意点

1))混用利用の場合は,個 々の薬剤の注意事項を厳守する。

2)砂 質士壊での使用はさける。

3)各 薬剤は半量の水に希釈 して混合するのが望ましい。

(働 試 験結果の概要

1)試 験年次  昭 和 55年 ,昭 和 56年

2)試 験場所  岩 手農試本場

3)試 験方法  品  種   ス ノーデントA号

播種期  s55年 5月 16日

〃  S 5 6 年 5 月 1 4 日

作 物 名 除 草  剤  名 処理時期及び方法 使用量 10a当り 対 象 雑 草

と うもろこし

ラ ッ ノ ー 乳 剤

グザ ガー ド水和 剤

播種後～出芽前

土壊処理 (使用時混合 )

陀

ラッノー乳剤 200

グザガー慟隊晴け150夕
1年 生雑草全般
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4)主 要成果の具体的デーグ

年

　

次
除 草  剤  名

処

理

時

期

使  用  量

製品ク・イ名

除 草 効 果
(無処理対比%) 薬

堂
ロ

生 育 調 査

イネ科 広秦 総計
抽雄期

(月。日)

完全除草対比の

梓  長 全 重

口召

55

1ラ ッノー 十グザガード

4は0ラッノー十ロロックス

5住0ラ  ッ  ノ  ー

6  C O グザ ガ ー ド

+3

+3

+7

+3

+3

+7

2 0 mを+15夕

3 0 何を+ 1 5 タ

30れι+15夕

2 0  m ι+ 1 5 タ

30に

夕2 0

2

t

↓

t

t

19

6

2

t

4

4

5

1  5
|

1   1

1   1

1  3

1  3

とP _

隣

無

無

無

無

無

無

8.  1

8.  1

8. 1

8.  1

8.  1

8,  1

103

102

102

102

102

1 0 4

26お訂・

99

98

100

102

99

104

545k/と

理処範
小

雑 ≧

6月

主量 ( 夕待)

2 6 日( % )

46.1

92.4

125,0

152.3

8.  1

昭

　

５６

1ラ ノノー 十グザガード

2       ″

3住0ラ  ッ  ノ  ー

4 側 ロ ロ ッ ク ス

3

2

2

30

2

t

25

1

2

t

23

2

無

無

無

無

8 . 1 1

8 . 1 1

8 . 1 1

8 , 1 1

108

108

104

99

107

110

100

99

理処無

雑 草 量 ( 移行)

( 7 月2 日) ( イ々肝)

6.0

45。5

86.7

160.C

92.7

206.上

一　

　

一

8.11 例烈 508斃

Xtは lraceの 意味,残草量1%未満
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